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四 国西 部 白亜 系 の砂岩組成 と堆 積環 境

鹿　島　愛　彦 ＊

Sandstone　composition 　and 　sedimentary 　environments

　　　　of 　the　Cretaceous　System　in　western 　Shikoku

NaruhikQ　Kashima ＊

Abstract　Point−℃ ount 　data　of 　a　total　of 　111　samples 　from　the　Cretaceous　sandstones 　in

western 　Shikoku　are 　presented 　and 　the　data　are 　interpreted　using 　the　Q−F−L　provenance
−discrimination　diagram　proposed 　by　Dickinson　et　ai．〔1983），　In　addition ，　chemical 　analyses

for　10 ＄andstones 　from　the　Lower　Shimanto　Supergroup　were 　carried 　out ，　and 　the　results

are 　discussed　 accord ｛ng 　to　the　 SiO2／Al203− K20 ／Na20 　 tectonic　 setting 　 discrimination

diagram　proposed 　by　Roser ＆ Korsch （1986）．

　　In　the　Chichibu　Belt
，
　Aptian　strata 　 in　the　Northern　Subbelt　are 　represented 　by　the

Monobegawa 　Group
，
　which 　consist 　of　the　Nigyu

，
　Takashima 　and 　Maana 　Formations

，
　and

those 　in　the　Southern　Subbelt　are 　represented 　by　the　Nankai 　Group （Kikunotani　Formation）．

　　According　to　the　Q−F−L　diagrm，19　samples 　from　the　four　formations 　mentioned 　above

indicate　 two 　 provenance 　fields．　Sandstones　 from　 the　 Kikunotani，　 Nigyu 　 and 　 Maana

Formations　fall　 in　 the　 continental 　 block　field，　 whereas 　 those　 from　 the　 Takashima

FQrmation　fall　in　both　the　continental 　block　and 　the　magmatic 　arc 　fields．

　　The　Cretaceous　strata 　in　the　Shimanto　Belt　 are 　 represented 　by　the　Lower 　Shimanto

Supergroup．　 The 　Q−F−L　diagram　for　 sandstones 　from　the　Yoshida，　Kona ，　 Takagush1 ，

Kanayama −A 　and 　Ooura −A 　Sections　in　the　Shimanto　Belt　indicates　that　detrital　material

was 　derived　from　a　magmatic 　arc （dissected　arc ）．　Sandstones　from　the　Kanayama −B　and

Ooura−B 　Sections　fall　in　a　field　indicating　their　der｛vation 　from　a　 recycled 　orogen ．

　　Whole −
rock 　chemical 　data　of　sandstones 　from　the　Kanayama 　and 　Ooura　Sections　of　the

Coniasian　to　Santonian　age 　fall　in　the　PM （passive　continental 　margin ）field，　and 　sandstones

from　the　Yoshida
，
　Kona 　and 　Takagushi　Sect1ons　fall　in　or　near 　the　ACM 〔active 　continental

margin ）field（Fig．4）．

Key 　words ： Cretaceous 　sandstone ，

sedimentary 　environment

Q−F−Lplot ，　 SiO2／Al20、

− K20 ／Na 、O 　 relation ，

は　 じ　 め　 に

　　四国西部，
．
愛媛県 に 分布す る白亜系 に は，佛像構

造線を境 と して ， そ の北側秩父累帯の 二 及層 ・真穴

＊ 愛 媛 大学教 養部地学 教室。Department 　of 　Geelogy，　Faculty
　 Qf 　General　Education，　Ehirne　University　3　Bunkyo −

che ，
　Matsuyama，　Ehime　790，　Japan，

層 ・ 高島層 ・ 菊野谷層 と，南側四 万十帯 の 下部四万

十超層群が あ る（Fig．1）．

　秩父累帯の 白亜 系 （二 及層 ・真穴層 ・高 島層 ・菊野

谷層）の 砂 岩 に つ い て の 岩石学的研究に は ， Murata

（1982），鹿島・高橋 （1989），佐光 ほ か （1991） な ど

の 報告が あ り， 四 万 十帯白亜 系 の 砂岩 に つ い て の 岩

石 学 的研 究 に は，寺 岡 （1977，1979），寺 岡 ほ か
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Fig．1。Location　map 　of 　the　Cretaceous　strata
in　western 　Shikoku．

（1986）， 鹿島（1990）などがあ り ， そ の化学的研究に

は ， 片田
・寺岡（1981）， 石原 ほか （1981），Ishihara　et

al．（1985）の報告があ る．

　筆者 は，1988 年来 ，総合研究 （A ）
「
変動帯の 砂岩 」

に参加さ せ て い ただ く機会を得 て，主 として 四国西

部宇和島北方地域の 白亜 系の砂岩に つ い て ， そ の 鉱

物組成 ・化学組成 に つ い て の検討 を進 め て来た．

　本報 に お い て は
， 従前 の 秩 父累帯白亜系 の検討結

果と合せ て ，
こ れ まで に 明 らか に する こ と の で きた

本地域砂岩 の組成の特徴に つ い て 述 べ る と共に ， こ

れ らの 堆積環境 に つ い て の 考察 を行 なう．

　高知 大学理 学 部 田 代 正 之 教授 に は秩 父 累帯 白亜

系 に つ い て ご教示 い ただ き ， 愛媛大学教育学部高橋

治郎助教授に は地質調査 ・試料採取 に 際 して ご援助

い ただ い た ．また ， 本研究経費 の
一

部 と し て ，文部

省科学研 究費補助金 （課題番号 63302019 ：代表者山

口大学君波和雄）を使用 した。上記 の 各位 に 厚 くお

礼申し上 げ る．

砂岩試料の 層位的位置

　今回報告す る砂岩試料 を採取 し た 地 層 の 代 表 的

柱状図 と採取位置 を Fig．2 に 示 した．

　秩父累帯白亜 系は，田代 （1985）に よ り秩父累帯 北

帯 に 位置す る物部川層群 と同南帯の南海層群 と に 2

分 さ れ て い る．

　 しか しなが ら， 愛媛県西部に お い て は秩父累帯の

帯状構造が 乱 れ ，秩父累帯南帯 が 広 く分布 し， 更 に

西端部に お い て は ， 黒瀬川構造帯 ・御荷鉾緑色岩類

の 諸岩類 が複雑に錯綜す る 地帯 とな っ て い る．こ の

特殊 な 地帯 に
，

二 及層（永井 ・中野 ，
1961）・真穴層

（平山 ・神戸 ， 1965）・高島層（永井ほ か ， 1965）の 白

亜系が分 布す る．これ らの うち ，
二 及層 ・高島層 に

つ い て は，佐光 ほ か （1991）に よ り こ の 両者 は ア プ チ

ア ン を 示 し物部川層群 に 属 す る こ と ，
二 及層 が 下位

層準 に くる
一

連 の堆積物で あ る こ とが 明らか に さ

れ た が，真穴層 に つ い て は 時代未詳 中生層 ， 時代未

詳白亜 系 と し て取扱わ れ て来て い る．な お 真穴層 よ

りは後期ジ ュ ラ紀〜白亜紀 と推定さ れ る異常巻 き

ア ン モ ナイ トが 見 出されて い る に す ぎず ， 今後の検

討が必要で ある．

　他方 ， 菊野 谷累層（市川 ほ か ， 1954；中川 ほ か ，

1959）は ， 愛媛 県東部の秩父累帯南帯 に位置す る南

海層群 の
一

員で あ り， ア プ チア ン の 堆積 物 と され

る．

　四万十帯宇和島北方地域 に 分布する下部四 万十

超層群 （甲藤 ， 1980） に つ い て は，寺岡・栗本 （1986）

に よ り放散虫化石や大型化石 に よ る詳細な層位的

区分 が行なわれ て い る．今 回取扱 っ た各 セ ク シ ョ ン

の層位的位置 を寺岡 ・ 栗本 （ユ986）に 対比す る と次 の

通 りで あ る．

　吉田 セ ク シ ョ ン 　 法華津 層 （白亜紀前期〜セ ノ

マ ニ ア ン （？））， 小名セ ク シ ョ ン
ー

法華津層及 び奥

浦層（ア ル ビ ア ン ）， 高串セ ク シ ョ ン ー 吉田層 （セ

ノ マ ニ ア ン ）及 び 三 問層（チ ュ
ーロ ニ ア ン〜コ ニ ア

シ ア ン），金山セ ク シ ョ ン A 　　古城 山層 （コ ニ ア シ

ア ン ）， 金 山 セ ク シ ョ ン B− 一寄松層（サ ン トニ ア

ン ）， 大 浦 セ ク シ ョ ン A一 古城 山層（コ ニ ア シ ア

ン）， 大浦セ ク シ ョ ン B− 一寄松層 （サ ン トニ ア ン ）．

研 　究　方　法

　砂岩試料 と し て ，
二 及層（3）， 高島層（3＋ 7（佐光 ほ

か ， 1991））， 真穴層（3）， 菊野谷累層（3）， 吉田 セ ク

シ ョ ン （19），小 名 セ ク シ ョ ン （6）， 高串 セ ク シ ョ ン

（12）， 金 山 セ ク シ ョ ン （13） お よ び 大浦 セ ク シ ョ ン

（42）の計 111試料 を用 い た ，通常薄片を作成 し た の

ち，一
部 の もの を除 き， 研磨面 を コ バ ル チ亜硝酸ナ

ト リ ウ ム溶液に 浸 し カ リ長石 を染色 し ， ま た一
部 の

もの に つ い て は ，
Bailey ＆ Stevens法 （Allman 　et

a9．，1972）で カ リ長石 と斜長石 を染色 した．

　 こ れ らの 薄片に つ い て ， ポイ ン ト ・カ ウ ン テ ィ ン

グ に よ り 1
，
000点 を測定 し 鉱物組成比 を求め，Q−F

−L ダ イ ヤ グ ラ ム を作成 し た．

　化学分 析 の デ
ー

タ は，下部 四万十 超層群 砂岩 1G

個に っ い て ， 総研事務局よ り
一

括外注 し て得 られた
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Fig。2．　 Selected　columns 　of　the　Cretaceous　strata 　in　western 　Shikoku，　showing 　the　sampling

positions　of　the　examined 　samples ．

もの で ある．

　分析 に供 した試料 の Q−F−L 鉱物 モ ード（Fig．3

参照），
K ／F お よびマ トリッ クス 量 は 次 の と お りで

あ る．

Y −92 吉田 セ ク シ ョ ン 　　 （Q46F3gL、5，　K ／F ＝O、38，

　　　　　　　　　　　　 matrix 　＝10％）

Ko −29小名セ ク シ ョ ン 　　 （Q、 ，F，，L，。，　K ／F＝0．31，

　　　　　　　　　　　　 matrix 二3％）

T −61 高串 セ ク シ ョ ン 　　　（Q25F，2L 、3，　KIF ＝ O．25，

　　　　　　　　　　　　 matrix 二2％）

k−4　 金山 セ ク シ ョ ン A 　 （Q、 5FsgLi6 ，　K ／F ；0．47，

　　　　　　　　　　　　 matrix ； 6％）

k−10 金山セ ク シ ョ ン A 　 （Q、 gF42Lg ，　K ／F ＝0．03，

　　　　　　　　　　　　 matrix ・＝1％）

02−26 大浦第 2 セ ク シ ョ ン （Q、 ，F4yL ，i，KIF ＝ 0．26，

　　　　　　　　　　　　 matrix ；3％）

0 −30 大浦セ ク シ ョ ン A 　 （Q34F53L、．、，　KIF ＝0．31
，

　　　　　　　　　　　　 matrix 二 2％）

0 −64 大浦 セ クシ ョ ン A 　 （Q 、。
F

，，
L

、、，　KfF ＝O．31
，

　　　　　　　　　　　　 matrix ；2％）

0−157大浦 セ ク シ ョ ン B　 （Q3gF46Ll5，　KIF ＝0．06，

　　　　　　　　　　　　 matrix ＝1％）

0 −186大浦セ ク シ ョ ン B　 （Q46F34L2。，　K ／F ； O．07，

　　　　　　　　　　　　 matrix ＝1％）

　更 に Ishihara　 et　 al ．（1985）に よ る次 の デ
ー

タを加

え た．

70S −104 愛媛 県北宇和郡吉 田 町法華津坂

N 工工
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Fig. 3. Q-F-L diagram for provenance-discriminating proposed  by Dickinson  et al.(1983).

Q-F-L  plot of  sandstones  from the Cretaceous strata of the Chichibu Belt. B) Q-F-L plot
sandstones  from  the Lower  Shimanto  Supergroup.

    Table  1. Chemical compositions  of  sandstones  from the Lower  Shirnanto Supergroup.

    
'70S-104:

 analysis  data by Ishihara et al.(1985).

A)of

Sample70S-104'  Y.92Ko-29T-61K-4K-10  02-26 O-30O-64O-157O-186

SiOiTiO,AlzOsFea03MnOMgOCaONa20K,OP20eBaOH,O(+H,O(-COicsLOITotalFeO

))

65,96

 O,4215,23

 1.68

 O.05

 1,88

 3.05

 3.57

 2.02

 O. 11

 2.75

 O.62

 O.43

 O,08

 O.Ol

99.86

 2.01

70,21

 O. 6813.64

 2,73

 O,04

 O.82

 1.10

 4.26

 3.26

 O.Ol

 O.07

 2, 1098

 91

 1,91

68.53

 O, 6914,67

 3.49

 O.04

 1.50

 1.38

 4,30

 2.87

 O.Ol

 O.06

 2,4299.96

 2.25

 65,40

  O.48

 13.79

  3,36

  O.08

  1.39

  4. 11

  3.90

  2.68

 O, 18

 O.07

 4,69100,15

 2.34

75.98

 O. 2310.05

 2.27

 O.04

 O. 84

 L36

 2.76

 2,36

 O.12

 O.05

 3,4399.47

 l.91

74.62

 O.2511.l3

 2, 06

 O. 03

 e, 75

 1,39

 2. 93
 2.61

 O.12

 O.06

 3.3999.41

 1.53

68.57

 O.7513.23

 3.48

 O,05

 L29
 2.38

 3.79

 2.66

 O.Ol

 O.05

 2.8995.15

 2.47

67.16

 O.4214.05

 3.22

 O.04

 1.50

 2. 10

 4.10

 2.58

 O.16

 O,07

 3,4798.87

 2.54

70.63

 O.3512.95

 2.75

 O.02

 O.95

 2.29

 3.51

 2, 27

 O.14

 O. 06

 3.0898.97

 2.26

75.35

 O.3710.16

 2.44

 O. 03

 O,66

 1.60

 2,71

 i.98

 O.Ol

 O.02

 3,6799.

 01

 1,17

76,16
 O.3410.

 25

 2.06

 O. 03

 O.55

 1,87

 2.87

 1.77

 O.Ol

 O.02

 3.5799,51

 1,20
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Fig ．4．　 SiO2／Al20，

− K ，0／Na20 　relations 　in

sandstones 　 from 　 the 　 Lower 　 Shimanto

Supergroup ．　 Data 　 were 　 ploted　 on 　 the

tectonic 　 setting 　 discrimination　 diagram

proposed　by　Roser ＆ Korsch （1986）．　 PM ；

passive 　continental 　 margin ，　 ACM ： active

continental 　margin ，
　Al： arc 　setting 　and 　A2 ；

evolved 　arc 　settin9 ．

結 果

（1）Q−F−L 鉱物組成

　秩父累帯 白亜系砂岩 の 鉱物 モ ー
ドを Fig．3−A に ，

四 万十帯白亜系の もの を Fig．3−B に 示 した（四 万 十

帯 白亜 系砂岩 の 各試料 の デ
ー

タ は，鹿島（1990）参

照）．

  全岩化学組成

　全岩化学分析 の デ
ー

タを Table　1 に 示 した．化 学

分 析 結 果 に つ い て ，Na20 − K20 値，　 SiO，

− 10x

（Tio ，）
− AI ，O ，値 に つ い て の 検討 を 行な っ た と こ

ろ ， 四 万十帯 白亜系砂岩 に っ い て の 従来 の 見解 と同

様の結果 を得た．

　す な わ ち ， Na 、 ＋ K ，0 の 量 が 層位的 上 位 に 向 っ て

低 くな る こ と （石原 ほか
，
1981）， 苦鉄質成分 ・A1203

量 の減少 と SiO，量の増加が 層位的上 位に 向っ て 認

め られ ，
い わ ゆ る砂岩 の 熟 成度 の 上昇 が 認 め られ る

こ と（lishihara　et　al ．，1985）で ある．

　本文で は Roser ＆Korsch （1986）の指摘した SiO
，／

Al20
，

− K20 ／Na20 相関 図 の みを示 した （Fig，4）．

考 察

　四 国西 部秩父 累帯 の ア プ チ ア ン に お け る 物 部 川

層群 と南海層群の砂岩鉱物 モ ード組成は，大 き く2

分 さ れ る よ う に見 え る （Fig．3）．す で に 中川 ほ か

（1959）が 指 摘 し て い る よ う に ，菊野谷累層 の砂岩 は

マ ト リッ ク ス の少な い 石英 の 卓越す る特徴 を有 し

て お り，
こ れ は 田代 （1985）の指摘 した 南海層群 （等

粒 の ア レ ナ イ ト質砂岩 に 富む ）と物部川 層群 （不 等

粒の ワ ッ ケ 型砂岩に富む）の特徴に も合致する．

　Dickinson 　 et 　 al ．（1983 ）に よ り ， 大 陸 地 塊

（Continental　block），火山島弧 （mamatic 　arc ），
お

よ び再輪廻造山帯 （recycled 　orogen ）と 3 大区分 さ

れた砕 屑物 の 供給 源 の 造構場 （tectonic　setting ）に

対応さ せ る と，大局的 に 菊野谷累層 ・真穴層 ・二 及

層は大陸地塊 ， 高島層は火山島弧の領域に 入 る．

　 しか しなが ら， 高島層 は ， その下位層準に あ る 二

及層や 真穴層に 比 し て岩片 に 富み，粗粒砕屑物 は高

温低圧 タ イ プの変成岩 ・花崗岩類 を特徴的に伴 っ て

い る （鹿島・高橋 ，
1984 ；佐光 ほ か

，
199D ． こ れ は ，

高島層 の 砕屑物が ， 宮古海進（ア プ チ ア ン 後期〜ア

ル ビ ア ン 初期（？））に よ る後背地の拡大 と侵食削剥 に

よ り もた ら さ れ た 可能性 を示 し て い る の か も し れ

な い ．

　今回取扱 っ た 四 万十帯 白亜系の セ ク シ ョ ン の 中

で ， 秩父累帯白亜系 と同時代（ア プ チ ア ン ）の 砂岩 を

含 む可能性 の あ るの は
， 吉 田セ ク シ ョ ン （法華津層 ，

白亜 紀前期〜セ ノ マ ニ ア ン ？）で ある．吉田セ ク シ ョ

ン は 四 万十帯の最北部に 位置し， そ の 砂岩の Q−F−L

領域は 火 山島弧に 対応す る ．しか し，細 か くみ る と

吉田 セ ク シ ョ ン 砂岩の Q−F−L 領域 と秩父 累帯 白亜

系 と は
一

致 せ ず ， 高 島 層 が 開 析 過 程 島 弧

（transitional　arc ）と大 陸地塊（continental 　block）

を示 す の に 対し ， 吉田 セ ク シ ョ ン の 砂岩は開析島弧

（disected　arc ）を 示 す こ と に な る．

　小 名 セ ク シ ョ ン （法 華 津 層 ・奥 浦 層，ア ル ビ ァ

ン）。高串セ ク シ ョ ン（吉田層 ・三 間層，セ ノ マ ニ ア

ン ・コ ニ ア シ ア ン ）・金 山 A セ ク シ ョ ン （古城山層 ，

コ ニ ア シ ア ン ）は上 述 の 吉 田 セ ク シ ョ ン と 同 じ く，

火山島弧（開析島弧）を供給源 とす る も の で ある。

　 こ れ に対 して 大浦 A セ ク シ ョ ン （古城山層，コ ニ

ア シ ア ン ）の 供給源地は大陸地塊一火山島弧 の 両領

域 に また が っ て い る．

　金 山 B セ ク シ ョ ン ・大浦 B セ ク シ ョ ン （寄松層，

サ ン トニ ア ン）は ， 再輪廻造 山帯を供給源地 と す る
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砂岩 で
，

コ ニ ア シ ア ン とサ ン トニ ア ン と の問で の造

構環境 の 変化を示す もの と考 えられ る．コ ニ ア シ ア

ン か らサ ン トニ ア ン に か け て は，二 枚貝 の 変遷史か

ら浦河海進 の あ っ た こ とが 明 らか に さ れ て い る．

　 全岩化学分析値 よ り， 砂岩 の 堆積盆 の 造 構環境 を

推定するため の SiO2／Al203− K ，0／Na20 相関図が

Roser ＆ Korsch （1986）に よ り提示 されて い る．こ の

図 に ， 今回化学分析を行な っ た 下部 四 万十超層群 の

10試料 と 既存の 1 試料の データ をプ ロ ッ ト し た も

の が Fig．4 で ある．層位 的下位 に あ る吉 田 ・小名 ・

高串（前期 白亜紀〜 コ ニ ア シ ア ン ）の 各 セ ク シ ョ ン

と大浦 セ ク シ ョ ン A （コ ニ ア シ ア ン ）の砂岩 に つ い

て は そ の 7試 料 す べ て が active 　 continental

margin （ACM ）に入 っ て い る．こ れ に 対 して ， 上位

の大浦 セ ク シ ョ ン B（サ ン トニ ア ン ）・ 金山セ ク シ ョ

ン A （コ ニ ア シ ア ン ）の 4 試 料 は passive

continental 　margin （PM ）領域 に 入 り， しか もそ の

うち の 3試料の K／F は 0．07 以下 で あ る特徴 を示 し

て い る．

　 コ ニ ア シ ア ン 以 前 の 下部 四 万十超 層群 の 砂岩 は
，

一
部の 大陸地塊 と火山島弧 と を後背地 と し ， 基盤上

昇〜島弧開析 を伴 う造構運動 ， 田代（1985）の指摘 し

た ア ル ビ ア ン の 巨大横ずれ 断層 の 影響下 な ど で の

前島弧海盆 （fore−arc 　basin）の 堆積物 と す る 見解

（Dickinson， 1982）と
一

致す るとい えよう．

　本地域の コ ニ ア シ ア ン の
一

部及 び サ ン トニ ア ン

の 砂岩 は ， そ の Q −F−L 鉱物 モ ード図 （Fig．3）に お い

て は
，

そ の 後背地 は非活動的な再輪廻造山帯で あ る

こ と を 示 し て お り，こ こ か ら運 ばれ た 砕屑物 は海底

扇状 地 また は深海平原 に 堆積 した可能性が指摘 さ

れ る．寺岡（1977）， 寺岡 ほか （1986）は ， 宇和島地塊

の砂岩（本文 の 大浦 ・金山 セ ク シ ョ ン を含 む）が他の

地塊 と異な り Q 型 で あ る こ と を述べ
， 九州大野川層

群 （チ ュ
ー

ロ ニ ア ン〜サ ン トニ ア ン ）と ほぼ同 じ組

成 を 示 す こ とか ら
，

こ れ と同 じ供給源 を持 つ 海底扇

状地堆積物が ， 地塊化し移動付加し た結果 で ある と

して い る．

　下部四 万十超層群 の 堆積物 の 起源，古地理，堆積

環境 ，造構場 の 変化 な ど に つ い て は ， 多 くの研究者

に よ り論議さ れ て い る と こ ろであ る．

　本報で 取扱 っ た少量 の 砂岩試料 の Q−F−L 鉱物比

の 層位的変化，化学分析値 か らは ，
コ ニ ア シ ア ン 頃

に ， 横ず れ 断層や 基 盤 上 昇 を伴 う活動的 な 後 背地 を

もつ 前弧海盆 か ら ， 非活動的な後背地 を もつ 海底扇

状地 へ の造構場 の変化が認め られる．

　今後当地域の各種分析資料 を増加さ せ る と共に ，

それぞれ の砂岩試料の詳細 な地質時代の判定 に 基

づ く検 討が 必要 で あ る．
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　四国西部白亜系 の 砂岩 ユ11試料に つ い て ， そ の 鉱物 モ ー
ド組成を求 め ， また そ の 1  試料 に

つ い て 全岩 分析 を行 い ，そ れ ら の結果 を Dickinson　 et　 al ．（1983）の Q−F−L 図 ，
　 Roser ＆

Korsch（1986）の SiO ，／AI、O ，

− K ，O／Na20 図 を適用 して ，
こ れ らの 堆積環境 の検討 を行 な っ

た．

　秩 父累帯に分布 す る物部川層群（二 及 層・高島層・真穴層）と南海層群（菊野谷累層）は い ずれ

も ア プ チ ア ン に 属す る と考え られ る．菊野谷累層 ・二 及層 ・真穴層 の 砂岩 は供給 源地 を大陸地

塊 と す る が ， 高島層 の それ は 大陸地塊 と火山島弧 とす る．

　下部四万十超 層群 に つ い て は ， そ の 5 セ ク シ ョ ン に つ い て比較検討 し た．コ ニ ア シ ア ン 〜サ

ン ト ニ ア ン の砂岩の砕屑物 は再輪廻造 山帯 より海底扇状 地 または深海平 原 で 堆積 したも の で

あ り，
コ ニ ア シ ア ン を含 むそれ以前の 砂 岩 は一

部大陸地塊 と火 山島弧 を後背地 と し前島弧海

盆 で 形成 さ れ た もの で あ る ， と推定可能で あ る．
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